
函館市の高齢者虐待の現状について

１　養護者による高齢者虐待についての対応状況
　　※　「養護者」とは高齢者の家族等現に養護する者であって，養介護施設従事者等以外の者

（１）　相談・通報件数および相談・通報者
　　※　「相談・通報件数」は，対象年度内に受け付けた数である。

　　※　１件の事例に対し複数の者から相談・通報があった場合，それぞれの該当項目に重複して計上されるため，

　　　　「相談・通報者の合計」は「相談・通報件数」に一致しない。

　　※　構成割合は「相談・通報者の合計」に対する算出である。又，小数点第２位未満は四捨五入によることから合計100％

　　　　にはならない。

　　※　Ａ市は参考として道内の類似都市を計上している。

件数 45 33 2 2 0 1 7 1 2 1 0 1 50

構成割合 (66.0%) (4.0%) (4.0%) (0.0%) (2.0%) (14.0%) (2.0%) (4.0%) (2.0%) (0.0%) (2.0%)

件数 48 32 6 0 0 0 8 1 3 3 0 4 57

構成割合 (56.1%) (10.5%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (14.0%) (1.8%) (5.3%) (5.3%) (0.0%) (7.0%)

件数 28 9 5 0 0 2 1 0 0 10 0 5 32

構成割合 (28.1%) (15.6%) (0.0%) (0.0%) (6.3%) (3.1%) (0.0%) (0.0%) (31.3%) (0.0%) (15.6%)

件数 104 27 3 2 1 4 5 0 2 51 0 10 105

構成割合 (25.7%) (2.9%) (1.9%) (1.0%) (3.8%) (4.8%) (0.0%) (1.9%) (48.6%) (0.0%) (9.5%)

件数 35,774 11,698 1,673 1,265 684 2,427 3,127 546 2,288 11,978 50 2,666 38,402

構成割合 (30.5%) (4.4%) (3.3%) (1.8%) (6.3%) (8.1%) (1.4%) (6.0%) (31.2%) (0.1%) (6.9%)

○当市およびＡ市ならびに全国ともに，同様な傾向を示しており，警察からの相談・通報が一番多い。

R2年度
全国

近隣
住民・
知人

R1(H31)
年度
函館市

区分
合計

被虐待
高齢者
本人

R2年度
A市

虐待者
自身

介護支援
専門員・
介護保険
事業所
職員

民生委員医療機関

相談・通報
件数

H30年度

函館市

R2年度
函館市

不明警察
家族・
親族

相談・通報者（重複有り）

その他
(匿名含
む)

当該市
区町村
行政職員

28.1%

15.6%

0.0% 0.0%

6.3%
3.1% 0.0% 0.0%

31.3%

0.0%

15.6%

25.7%

2.9% 1.9%
1.0% 3.8%

4.8%

0.0%
1.9%

48.6%

0.0%

9.5%

30.5%

4.4% 3.3% 1.8% 6.3%
8.1%

1.4% 6.0%

31.2%

0.1%

6.9%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

R2函館市 R2A市 R2全国
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（２）　事実確認の状況
　　※　前年度中に相談・通報があったものも含む

訪問調査 情報収集 警察同行
警察同行
無し

調査不要
調査予定・
検討中

件数 50 45 45 33 12 0 0 0 5 0 5

構成割合 (66.0%) (24.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (10.0%)

件数 52 46 46 34 12 0 0 0 6 0 6

構成割合 (65.4%) (23.1%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (11.5%)

件数 34 23 23 17 6 0 0 0 11 0 11

構成割合 (50.0%) (17.6%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (32.4%)

件数 105 102 102 39 63 0 0 0 3 3 0

構成割合 (37.1%) (60.0%) (0.0%) (0.0%) (2.9%) (0.0%)

件数 36,822 34,957 34,785 22,366 12,419 172 117 55 1,865 1,424 441

構成割合 (60.7%) (33.7%) (0.3%) (0.1%) (3.9%) (1.2%)

当該年度中に事実確認
　調査を行っていない事例

合計

R2年度
A市

当該年度中に事実確認調査を行った事例

R2年度
函館市

○当市は訪問調査による事実確認が５割以上であり，全国と同じ傾向を示したが，A市は情報収集による事実確認が
多い状況であった。

R1(H31)
年度
函館市

H30年度
函館市

R2年度
全国

区分
立ち入り調査以外の方法 立ち入り調査

60.7%

37.1%

65.4%

33.7%

60.0%

17.6%

0.3%

0.1%

3.9%

2.9%

1.2%

32.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2全国

R2A市

R2函館市

訪問調査 情報収集 立入調査（警察同行） 立入調査（警察無し） 調査不要 調査予定・検討中
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（３）　事実確認調査の結果
　　※　対象年度に事実確認調査を行い判断した事例の内訳

合計
虐待を受けたと
判断した事例

虐待ではないと
判断した事例

虐待の判断に
至らなかった事例

件数 45 16 12 17

構成割合 (35.6%) (26.7%) (37.8%)

件数 46 18 7 21

構成割合 (39.1%) (15.2%) (45.7%)

件数 23 10 1 12

構成割合 (43.5%) (4.3%) (52.2%)

件数 102 21 60 21

構成割合 (20.6%) (58.8%) (20.6%)

件数 34,957 17,281 11,721 5,955

構成割合 (49.4%) (33.5%) (17.0%)

○全国では「虐待を受けた」と判断した割合が多いが，当市では「判断に至らず」が多く，A市では「虐待で
はない」と判断した割合が多い状況であった。

区分

H30年度

函館市

R1(H31)
年度
函館市

R2年度
全国

R2年度
A市

R2年度
函館市

49.4%

20.6%

43.5%

33.5%

58.8%

4.3%

17.0%

20.6%

52.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ２

全国

Ｒ２

Ａ市

Ｒ２

函館市

虐待と判断 虐待でないと判断 判断に至らず
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（４）　虐待の種別・類型
　　※　被虐待高齢者数に対する集計。

　　　　但し，１人の被虐待高齢者に対し，複数の虐待種別がある場合には，それぞれの該当項目に重複して

　　　　計上することから，「被虐待高齢者数」と「内訳の合計」は一致しない。

身体的虐待 介護等放棄 心理的虐待 性的虐待 経済的虐待 合計

人数 16 13 1 0 0 2 16

構成割合 (81.3%) (6.3%) (0.0%) (0.0%) (12.5%)

人数 18 16 0 1 0 2 19

構成割合 (88.9%) (0.0%) (5.6%) (0.0%) (11.1%)

人数 10 8 0 1 0 1 10

構成割合 (80.0%) (0.0%) (10.0%) (0.0%) (10.0%)

人数 21 13 2 7 0 6 28

構成割合 (61.9%) (9.5%) (33.3%) (0.0%) (28.6%)

人数 17,778 12,128 3,319 7,362 92 2,588 25,489

構成割合 (68.2%) (18.7%) (41.4%) (0.5%) (14.6%)

○当市およびＡ市ならびに全国ともに，身体的虐待と判断される事例が一番多い。

R2年度
全国

区分

R1(H31)
年度

函館市

H30年度

函館市

 被虐待
 高齢者数

内訳（重複有り）

R2年度
A市

R2年度
函館市

80.0%

0.0%

10.0%

0.0%

10.0%

61.9%

9.5%

33.3%

0.0%

28.6%

68.2%

18.7%

41.4%

0.5%

14.6%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

身体的虐待 介護等放棄 心理的虐待 性的虐待 経済的虐待

Ｒ2函館市 Ｒ2Ａ市 Ｒ2全国
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（５）　被虐待高齢者の性別

 被虐待
 高齢者数

男 女 不明

人数 16 3 13 0

構成割合 (18.8%) (81.3%) (0.0%)

人数 18 3 15 0

構成割合 (16.7%) (83.3%) (0.0%)

人数 10 1 9 0

構成割合 (10.0%) (90.0%) (0.0%)

人数 21 3 18 0

構成割合 (14.3%) (85.7%) (0.0%)

人数 17,778 4,398 13,377 3

構成割合 (24.7%) (75.2%) (0.0%)

○当市およびA市ならびに全国ともに女性の割合が高い状況である。

R2年度
全国

区分

R2年度
函館市

H30年度

函館市

R2年度
A市

R1(H31)
年度

函館市

24.7%

14.3%

10.0%

75.2%

85.7%

90.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ2

全国

Ｒ2

Ａ市

Ｒ2

函館市

男 女 不明
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（６）　被虐待高齢者の年齢

 被虐待
 高齢者数

６５～６９歳 ７０～７４歳 ７５～７９歳 ８０～８４歳 ８５～８９歳 ９０歳以上 不明

人数 16 1 3 2 3 5 2 0

構成割合 (6.3%) (18.8%) (12.5%) (18.8%) (31.3%) (12.5%) (0.0%)

人数 18 2 4 0 4 6 1 1

構成割合 (11.1%) (22.2%) (0.0%) (22.2%) (33.3%) (5.6%) (5.6%)

人数 10 0 1 3 5 0 1 0

構成割合 (0.0%) (10.0%) (30.0%) (50.0%) (0.0%) (10.0%) (0.0%)

人数 21 3 1 2 6 8 1 0

構成割合 (14.3%) (4.8%) (9.5%) (28.6%) (38.1%) (4.8%) (0.0%)

人数 17,778 1,489 2,657 3,713 4,195 3,488 2,205 31

構成割合 (8.4%) (14.9%) (20.9%) (23.6%) (19.6%) (12.4%) (0.2%)

○前期高齢者（６５歳～７４歳）と後期高齢者（７５歳～）で比較した際に，当市は９割，A市および
全国は８割前後となっており，いずれも後期高齢者の割合が高い状況である。

R2年度
全国

区分

R2年度
函館市

H30年度

函館市

R2年度
A市

R1(H31)
年度

函館市

8.4%

14.3%

14.9%

4.8%

10.0%

20.9%

9.5%

30.0%

23.6%

28.6%

50.0%

19.6%

38.1%

12.4%

4.8%

10.0%

0.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ２

全国

Ｒ２

Ａ市

Ｒ２

函館市

６５～６９歳 ７０～７４歳 ７５～７９歳 ８０～８４歳
８５～８９歳 ９０歳以上 不明
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（７）　被虐待高齢者の要介護認定

 被虐待
 高齢者数 未申請 申請中 認定済み 認定非該当 不明

人数 16 2 0 14 0 0

構成割合 (12.5%) (0.0%) (87.5%) (0.0%) (0.0%)

人数 18 1 0 17 0 0

構成割合 (5.6%) (0.0%) (94.4%) (0.0%) (0.0%)

人数 10 0 1 9 0 0

構成割合 (0.0%) (10.0%) (90.0%) (0.0%) (0.0%)

人数 21 2 0 19 0 0

構成割合 (9.5%) (0.0%) (90.5%) (0.0%) (0.0%)

人数 17,778 5,040 549 11,741 388 60

構成割合 (28.3%) (3.1%) (66.0%) (2.2%) (0.3%)

○当市およびA市は，９割以上が「認定済み」である。
　 全国では７割弱と，当市と比較し低いものの，「認定済み」が高い状況である。

R2年度
全国

区分

R2年度
函館市

H30年度

函館市

R2年度
A市

R1(H31)
年度

函館市

28.3%

9.5%

3.1%

10.0%

66.0%

90.5%

90.0%

2.2%

0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ２

全国

Ｒ２

Ａ市

Ｒ２

函館市

未申請 申請中 認定済 非該当 不明
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（８）　被虐待高齢者の要介護状態区分
　　※　被虐待高齢者の要介護認定の「認定済み」の内訳

 被虐待
 高齢者数 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 不明

(再掲)
要介護
３以上
(※１)

人数 14 1 0 5 1 1 5 1 0 7

構成割合 (7.1%) (0.0%) (35.7%) (7.1%) (7.1%) (35.7%) (7.1%) (0.0%) (50.0%)

人数 17 1 0 5 1 3 7 0 0 10

構成割合 (5.9%) (0.0%) (29.4%) (5.9%) (17.6%) (41.2%) (0.0%) (0.0%) (58.8%)

人数 9 2 2 3 0 1 1 0 0 2

構成割合 (22.2%) (22.2%) (33.3%) (0.0%) (11.1%) (11.1%) (0.0%) (0.0%) (22.2%)

人数 19 1 2 5 6 1 2 2 0 5

構成割合 (5.3%) (10.5%) (26.3%) (31.6%) (5.3%) (10.5%) (10.5%) (0.0%) (26.3%)

人数 11,741 909 939 3,057 2,579 2,087 1,424 722 24 4,233

構成割合 (7.7%) (8.0%) (26.0%) (22.0%) (17.8%) (12.1%) (6.1%) (0.2%) (36.1%)

○当市およびA市では，虐待を受けた者の２割が「要介護３」以上であり，全国では３割程である。

R２年度
全国

区分

R２年度
函館市

H30年度
函館市

　　　※１　(参考例)　要介護3…入浴や衣服の着脱，排せつなどに全面的な介助が必要。認知症がある場合は，かなりの問題行動や

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　理解力の低下が見られる。

R２年度
A市

R1(H31)
年度

函館市

7.7%

5.3%

22.2%

8.0%

10.5%

22.2%

26.0%

26.3%

33.3%

22.0%

31.6%

17.8%

5.3%

11.1%

12.1%

10.5%

11.1%

6.1%

10.5%

0.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ２

全国

Ｒ２

Ａ市

Ｒ２

函館市
要支援１

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

不明
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（９）　被虐待高齢者の認知症日常生活自立度
　　※　被虐待高齢者の要介護認定の「認定済み」の内訳

 被虐待
 高齢者数

自立または
認知症無し

自立度Ⅰ 自立度Ⅱ 自立度Ⅲ 自立度Ⅳ 自立度M
認知症は
あるが

自立度不明

認知症の
有無が不明

(再掲)
自立度
Ⅱ以上
(※１)

人数 14 0 4 6 3 1 0 0 0 10

構成割合 (0.0%) (28.6%) (42.9%) (21.4%) (7.1%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (71.4%)

人数 17 0 1 12 4 0 0 0 0 16

構成割合 (0.0%) (5.9%) (70.6%) (23.5%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (94.1%)

人数 9 1 1 6 1 0 0 0 0 7

構成割合 (11.1%) (11.1%) (66.7%) (11.1%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (77.8%)

人数 19 3 0 6 5 1 0 2 2 14

構成割合 (15.8%) (0.0%) (31.6%) (26.3%) (5.3%) (0.0%) (10.5%) (10.5%) (73.7%)

人数 11,741 985 2,055 4,287 2,939 750 195 308 222 8,479

構成割合 (8.4%) (17.5%) (36.5%) (25.0%) (6.4%) (1.7%) (2.6%) (1.9%) (72.2%)

○当市，A市，全国ともに，虐待を受けた者の７割以上が「自立度Ⅱ以上」である。

R２年度
全国

区分

R２年度
函館市

H30年度

函館市

　　　※１　(参考例)　認知症日常生活自立度Ⅱ…日常生活に支障を来たすような症状・行動や意思疎通の困難さが多少見られても，誰かが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 注意していれば自立できる。

R２年度
A市

R1(H31)
年度

函館市

8.4%

15.8%

11.1%

17.5%

11.1%

36.5%

31.6%

66.7%

25.0%

26.3%

11.1%

6.4%

5.3%

1.7%

2.6%

10.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ２

全国

Ｒ２

Ａ市

Ｒ２

函館市

自立 自立度Ⅰ 自立度Ⅱ 自立度Ⅲ 自立度Ⅳ 自立度M 不明
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（１０）　虐待者との同居・別居

 被虐待
 高齢者数

虐待者
と同居

虐待者
および
他家族
と同居

虐待者
と別居

その他 不明

人数 16 11 3 2 0 0

構成割合 (68.8%) (18.8%) (12.5%) (0.0%) (0.0%)

人数 18 10 6 1 1 (※1) 0

構成割合 (55.6%) (33.3%) (5.6%) (5.6%) (0.0%)

人数 10 4 5 1 0 0

構成割合 (40.0%) (50.0%) (10.0%) (5.6%) (0.0%)

人数 21 11 6 4 0 0

構成割合 (52.4%) (28.6%) (19.0%) (0.0%) (0.0%)

人数 17,778 9,308 6,401 1,928 134 7

構成割合 (52.4%) (36.0%) (10.8%) (0.8%) (0.0%)

○当市およびＡ市ならびに全国ともに，８割以上が虐待者との同居(他家族との同居を含む)に
て，虐待を受けている状況である。

　　　　　　　　※１　Ｒ１(Ｈ３１)年度函館市「その他」…下宿管理人による経済的虐待

R2年度
全国

区分

R2年度
函館市

H30年度

函館市

R2年度
A市

R1(H31)
年度

函館市

52.4%

52.4%

40.0%

36.0%

28.6%

50.0%

10.8%

19.0%

10.0%

0.8%

5.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ２

全国

Ｒ２

Ａ市

Ｒ２

函館市

虐待者と同居 虐待者および他家族と同居 別居 その他 不明
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（１１）　世帯構成

 被虐待
 高齢者数

単独世帯
夫婦のみ

世帯
未婚の子

と同居

配偶者と
離別・死
別等した
子と同居

子夫婦と
同居

その他 不明

人数 16 2 5 5 1 0 3 0

構成割合 (12.5%) (31.3%) (31.3%) (6.3%) (0.0%) (18.8%) (0.0%)

人数 18 1 7 7 1 1 1 0

構成割合 (5.6%) (38.9%) (38.9%) (5.6%) (5.6%) (5.6%) (0.0%)

人数 10 1 4 2 0 2 1(※1) 0

構成割合 (10.0%) (40.0%) (20.0%) (0.0%) (20.0%) (10.0%) (0.0%)

人数 21 2 4 5 3 4 3 0

構成割合 (9.5%) (19.0%) (23.8%) (14.3%) (19.0%) (14.3%) (0.0%)

人数 17,778 1,187 4,138 6,470 2,340 2,084 1,535 24

構成割合 (6.7%) (23.3%) (36.4%) (13.2%) (11.7%) (8.6%) (0.1%)

○当市は，「夫婦のみ世帯」の割合が４割と最も多い。
　 Ａ市および全国は，「未婚の子と同居」の割合が最も多い。

R２年度
全国

区分

R２年度
函館市

H30年度

函館市

R２年度
A市

R1(H31)
年度

函館市

※１　R2年度函館市「その他」・・・・・配偶者と離別した子の他，孫も同居

6.7%

9.5%

10.0%

23.3%

19.0%

40.0%

36.4%

23.8%

20.0%

13.2%

14.3%

11.7%

19.0%

20.0%

8.6%

14.3%

10.0%

0.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ２

全国

Ｒ２

Ａ市

Ｒ２

函館市

単独世帯 夫婦のみ世帯 未婚の子と同居 離・死別した子と同居 子夫婦と同居 その他 不明
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（１２）　被虐待高齢者から見た虐待者の続柄

　　※　虐待者が複数の場合があるため，「被虐待高齢者数」と「内訳合計」は一致しない。

夫 妻 息子 娘
息子の
配偶者
（嫁）

娘の
配偶者
（婿）

兄弟姉妹 孫 その他 不明 (内訳合計)

人数 16 5 1 9 2 0 0 1 0 0 0 18

構成割合 (27.8%) (5.6%) (50.0%) (11.1%) (0.0%) (0.0%) (5.6%) (0.0%) (0.0%) (0.0%)

人数 18 9 1 4 2 0 0 1 0 1 0 18

構成割合 (50.0%) (5.6%) (22.2%) (11.1%) (0.0%) (0.0%) (5.6%) (0.0%) (5.6%) (0.0%)

人数 10 5 1 3 0 2 0 0 0 0 0 11

構成割合 (45.5%) (9.1%) (27.3%) (0.0%) (18.2%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%)

人数 21 5 1 8 5 0 1 0 1 1 0 22

構成割合 (22.7%) (4.5%) (36.4%) (22.7%) (0.0%) (4.5%) (0.0%) (4.5%) (4.5%) (0.0%)

人数 17,778 4,183 1,304 7,462 3,330 526 210 391 569 703 9 18,687

構成割合 (22.4%) (7.0%) (39.9%) (17.8%) (2.8%) (1.1%) (2.1%) (3.0%) (3.8%) (0.0%)

○当市は「夫」からの割合が一番多く，Ａ市および全国は「息子」からの割合が一番多い。
 　また，「夫」と「息子」を合算した場合，当市７割以上，Ａ市と全国は６割前後となる。

R２年度
全国

区分

R２年度
函館市

 被虐待
 高齢者数

H30年度
函館市

内訳（重複有り）

R２年度
A市

R1(H31)
年度

函館市

22.4%

22.7%

45.5%

7.0%

4.5%

9.1%

39.9%

36.4%

27.3%

17.8%

22.7%

2.8%

18.2%

1.1%

4.5%

2.1%

3.0%

4.5%

3.8%

4.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ２

全国

Ｒ２

Ａ市

Ｒ２

函館市

夫 妻 息子 娘 嫁 婿 兄弟 孫 その他 不明
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（１３）　虐待者の年齢

　　※　虐待者が複数の場合があるため，「被虐待高齢者数」と「内訳合計」は一致しない。

40際
未満

40～
49歳

50～
59歳

60～
64歳

65～
69歳

70～
74歳

75～
79歳

80～
84歳

85～
89歳

90歳
以上

不明
虐待者
合計

人数 16 2 2 3 2 2 1 2 2 0 1 1 18

構成割合 (11.1%) (11.1%) (16.7%) (11.1%) (11.1%) (5.6%) (11.1%) (11.1%) (0.0%) (5.6%) (5.6%)

人数 18 0 3 1 1 1 2 1 3 3 1 2 18

構成割合 (0.0%) (16.7%) (5.6%) (5.6%) (5.6%) (11.1%) (5.6%) (16.7%) (16.7%) (5.6%) (11.1%)

人数 10 0 1 2 0 2 1 1 3 1 0 0 11

構成割合 (0.0%) (9.1%) (18.2%) (0.0%) (18.2%) (9.1%) (9.1%) (27.3%) (9.1%) (0.0%) (0.0%)

人数 21 2 2 6 2 2 2 1 1 1 2 1 22

構成割合 (9.1%) (9.1%) (27.3%) (9.1%) (9.1%) (9.1%) (4.5%) (4.5%) (4.5%) (9.1%) (4.5%)

人数 17,778 1,342 3,020 4,828 1,597 1,303 1,587 1,537 1,507 825 238 903 18,687

構成割合 (7.2%) (16.2%) (25.8%) (8.5%) (7.0%) (8.5%) (8.2%) (8.1%) (4.4%) (1.3%) (4.8%)

○当市の虐待者の年齢は「８０～８４歳」が多い。
　A市および全国の虐待者の年齢は「５０～５９歳が」多い。

H30年度
函館市

R2年度
函館市

R2年度
全国

 被虐待
 高齢者数区分

虐待者の年齢

R2年度
A市

R1(H31)
年度

函館市

0.0%

9.1%

18.2%

0.0%

18.2%

9.1%

9.1%

27.3%

9.1%

0.0% 0.0%

9.1%
9.1%

27.3%

9.1% 9.1% 9.1%

4.5% 4.5% 4.5%

9.1%

4.5%

7.2%

16.2%

25.8%

8.5% 7.0% 8.5% 8.2% 8.1%

4.4%

1.3%

4.8%

0.0%

15.0%

30.0%

Ｒ２函館市 Ｒ２Ａ市 Ｒ２全国
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（１４）　虐待への対応策としての分離の有無

　　※　前年度以前に虐待と認定して対象年度に対応した被虐待高齢者数を含む為，

 　　　 対象年度の人数と一致しない。

　　　  

  被虐待
  高齢者数

虐待者からの分
離を行った事例

虐待者から分離
していない事例

検討，調整中
虐待判断時点で
既に分離状態の

事例
その他

人数 24 11 9 0 4 0

構成割合 (45.8%) (37.5%) (0.0%) (16.7%) (0.0%)

人数 24 6 11 0 7 0

構成割合 (25.0%) (45.8%) (0.0%) (29.2%) (0.0%)

人数 14 7 3 0 4 0

構成割合 (50.0%) (21.4%) (0.0%) (28.6%) (0.0%)

人数 22 7 10 1 3 1

構成割合 (31.8%) (45.5%) (4.5%) (13.6%) (4.5%)

人数 24,760 6,620 12,653 588 3,161 1,738

構成割合 (26.7%) (51.1%) (2.4%) (12.8%) (7.0%)

○当市では「虐待者からの分離を行った事例」が半数を占めている。
　A市および全国では「虐待者から分離していない事例」が半数を占めている。

R２年度
全国

区分

R２年度
函館市

H30年度
函館市

R２年度
A市

R1(H31)
年度

函館市

26.7%

31.8%

50.0%

51.1%

45.5%

21.4%

2.4%

4.5%

12.8%

13.6%

28.6%

7.0%

4.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ２

全国

Ｒ２

Ａ市

Ｒ２

函館市

虐待者から分離 分離していない 検討中 既に分離 その他
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（１５）　分離を行った事例の対応の内訳

面会の制限を
行った事例

人数 11 7 1 1 0 2 1

構成割合 (63.6%) (9.1%) (9.1%) (0.0%) (18.2%) (9.1%)

人数 6 3 0 0 0 2 　　　 　1　(※1)

構成割合 (50.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (33.3%) (16.7%)

人数 7 5 0 0 0 1 1(※2)

構成割合 (71.4%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (14.3%) (16.7%)

人数 7 1 0 0 0 0 6

構成割合 (14.3%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (85.7%)

人数 6,620 2,092 945 644 666 1,233 1,684

構成割合 (31.6%) (14.3%) (9.7%) (10.1%) (18.6%) (25.4%)

やむを得ない
事由による措置

R2年度
A市

区分 緊急一時保護

R2年度
函館市

○当市および全国は「契約による介護保険サービスの利用」の割合が一番多い。
　A市は「その他」（他の住まい・施設等の利用）の割合が８割を超えている。

　　　※１　Ｒ１(Ｈ３１)年度函館市「その他」…民間宿泊施設を利用

H30年度

函館市

医療機関への
一時入院

その他
被虐待
高齢者数

R1(H31)
年度

函館市

R2年度
全国

　　　※２　Ｒ２年度函館市「その他」…親族（長女）宅への一時避難

契約による
介護保険

ｻｰﾋﾞｽの利用

31.6%

14.3%

71.4%

14.3% 10.1% 18.6%

14.3%

25.4%

85.7%

16.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ２

全国

Ｒ２

Ａ市

Ｒ２

函館市

介護サービス利用 やむ措置 緊急一時保護 一時入院 その他
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（１６）　分離していない事例の対応の内訳

見守り
養護者に対す

る
助言・指導

養護者自身が介
護負担軽減のた
めの事業に参加

被虐待高齢者が
新たに介護保険

ｻｰﾋﾞｽを利用

既に介護保険ｻｰ
ﾋﾞｽを受けている
が，ｹｱﾌﾟﾗﾝを見

直し

被虐待高齢者が
介護保険ｻｰﾋﾞｽ
以外のｻｰﾋﾞｽを

利用

その他

人数 9 1 7 0 1 3 1 1

構成割合 (11.1%) (77.8%) (0.0%) (11.1%) (33.3%) (11.1%) (11.1%)

人数 11 2 6 1 0 4 0 　　 　5 (※1)

構成割合 (18.2%) (54.5%) (9.1%) (0.0%) (36.4%) (0.0%) (45.5%)

人数 3 2 1 0 0 0 0 0

構成割合 (66.7%) (33.3%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%)

人数 10 0 6 1 3 4 0 3

構成割合 (0.0%) (60.0%) (10.0%) (30.0%) (40.0%) (0.0%) (30.0%)

人数 12,653 3,072 6,815 278 962 3,310 520 2,571

構成割合 (24.3%) (53.9%) (2.2%) (7.6%) (26.2%) (4.1%) (20.3%)

○当市では「見守り」，Ａ市および全国では「養護者に対する助言・指導」の割合が一番多い。

R2年度
A市

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　養護者の介護負担軽減を目的とした他親族への介護支援要請

　　　※１　Ｒ１(Ｈ３１)年度函館市「その他」…通所介護体験利用，専門医受診，生活保護受給に向けた相談，

R2年度
全国

内訳（重複有り）

区分

R2年度
函館市

H30年度
函館市

被虐待
高齢者数

R1(H31)
年度

函館市

66.7%

33.3%

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%0.0%

60.0%

10.0%

30.0%

40.0%

0.0%

30.0%

24.3%

53.9%

2.2%

7.6%

26.2%

4.1%

20.3%

見守り 助言・指導 介護負担軽減 新たに介護サービス利用 ケアプラン見直し 介護サービス以外を利用 その他

Ｒ2函館市 Ｒ2Ａ市 Ｒ2全国
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２　養介護施設従事者等による高齢者虐待についての対応状況
　　※　「養介護施設従事者等」とは介護老人福祉施設など養介護施設または居宅サービス事業など養介護事業の業務に

　　　　従事する者

（１）　相談・通報件数および相談・通報者
　　※　「相談・通報件数」は，調査年度に相談・通報を受理した件数

　　※　１件の事例に対し複数の者から相談・通報があった場合，それぞれの該当項目に重複して計上されるため，

　　　　「相談・通報者の合計」は「相談・通報件数」に一致しない。

件数 8 0 1 3 0 2 1 0 0 0 0 0 1 1 9

構成割合 (0.0%) (11.1%) (33.3%) (0.0%) (22.2%) (11.1%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (11.1%) (11.1%)

件数 6 0 0 2 1 0 0 0 2 0 0 0 2 1 8

構成割合 (0.0%) (0.0%) (25.0%) (12.5%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (25.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (25.0%) (12.5%)

件数 6 0 0 1 0 2 0 0 0 0 0 0 4 0 7

構成割合 (0.0%) (0.0%) (14.3%) (0.0%) (28.6%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (57.1%) (0.0%)

件数 13 0 3 5 0 0 1 0 2 0 0 1 1 1 14

構成割合 (0.0%) (21.4%) (35.7%) (0.0%) (0.0%) (7.1%) (0.0%) (14.3%) (0.0%) (0.0%) (7.1%) (7.1%) (7.1%)

件数 2,097 63 332 637 237 346 75 103 81 3 52 56 276 129 2,390

構成割合 (2.6%) (13.9%) (26.7%) (9.9%) (14.5%) (3.1%) (4.3%) (3.4%) (0.1%) (2.2%) (2.3%) (11.5%) (5.4%)

（２）　事実確認の状況

　　※　前年度中に相談・通報があったものも含む

事実が
認めら
れた

事実が
認められ
なかった

判断に
至らな
かった

虐待で
はなく
調査
不要

調査を
予定・
検討中

都道府
県へ調
査を
依頼

その他

件数 10 10 2 4 4 0 0 0 0 0

構成割合 (20.0%) (40.0%) (40.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%)

件数 6 6 1 1 4 0 0 0 0 0

構成割合 (16.7%) (16.7%) (66.7%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%)

件数 6 4 3 1 0 2 0 2 0 0

構成割合 (50.0%) (16.7%) (0.0%) (0.0%) (33.3%) (0.0%) (0.0%)

件数 13 11 0 10 1 2 1 1 0 0

構成割合 (0.0%) (76.9%) (7.7%) (7.7%) (7.7%) (0.0%) (0.0%)

件数 2,256 1,971 587 916 468 285 45 80 2 158

構成割合 (26.0%) (40.6%) (20.7%) (2.0%) (3.5%) (0.1%) (7.0%)

不明(匿
名含む)

合計

３０年度
函館市

国民健
康保険
団体連
合会

都道府
県から連

絡
その他

施設・事
業所の
管理者

警察

○当市およびＡ市ならびに全国ともに，施設関係者(当該施設職員，当該施設元職員，施設・事業所の管理者)からの通報が多い状況であ
る。
○当市は，６件の相談・通報に対し，４件について事実確認を行った結果，３件（身体的虐待３件）を虐待と判断した。

本人に
よる届出

R2
年度
全国

合計区分

相談・通報者（重複有り）

R2年度
A市

当該施設
元職員

当該年度中に事実確認調査
を行った事例

R2年度
A市

R2
年度
全国

医師・医
療関係
従事者

家族・
親族

R1(H31)
年度

函館市

R1(H31)
年度

函館市

当該施
設職員

介護支援
専門員

当該年度中に事実確認調査
を行っていない事例

地域包括
支援セン
ター職員

R2年度
函館市

R2年度
函館市

３０年度
函館市

　 相談・
　 通報
　 件数

区分
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